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明 治43年 5 月

昭和10年 3 月

　　16年 3 月

　　16年 4 月

　　　　 8 月

　　19年

　　24年 10月

28年 7 月

31年

33年

35年 4 月

37年 5 月

故 佐 々 木 忠 義 教 授

略

広 島県 に 生 まれ る

東京物理 学校卒業

北 海道 帝国大学理 学部物理 学科卒業

京城帝国大学予科講師

京城帝国大学予科教授

理化学研 究所 員 （仁科研 究室）

北海道 大学 よ り理 学博士

戦後 の 産 業振興 に 寄与 した 功績 に よ り

発明協会 よ り表彰 さ る

東京水産大学教授

理 化学研究所主 任研究員 （海洋物理 研

究室）

文部省在外研究員 と し て 渡仏 （パ リ大

学海洋研究所）

フ ラ ン ス の バ チ ス カーフ FNRS 　 3号

来 日 の 交渉 を行な い ， ウ ォ
ー艇長 と と

もに 日本海溝を 調査，3，100 メ ート ル

潜水 して 日本の 深海研究の 幕あけ を し

た

日仏 海洋学会を 創立 し，会長 とな る

日本海洋学会沿岸海洋研究部会事業部

長

フ ラ ン ス の ア ル キ メ デ ス 号来 日 の さ い

オ バ ーン 副艇長 ドロ
ーズ 氏 と と もに 日

本海溝 で深海 潜 水研 究 を 行 な い ， 1万

歴

43年

45年 9 月

46年 3 月

　　 4 月

47年 10月

48年10月

　　11月

　　12月

48年か ら

50年 8 月

　 　 9月

51年 9 月

54年 11月

　 　 12月

56年 11月

58年 11月

メ ートル の 潜 水記 録 を達 成 した

海洋科学技術審議会委員

第 1 回 国際海洋開発展 企画委 員長

理 化学研究所退任

理 化学研究所名誉研究 員

第 2 回 国際海洋開発会議 ・展示会組織

委員会副委員長

日本海洋学会沿岸海洋研究部会長

東京水産大学長 （2 期 6 年 間）

フ ラ ン ス 国 よ りレ ジ ォ ン 。ドヌ ール ・

シ ュ
バ リエ 勲章 を授与され る

学長 と して 教育研究体制 の 再編成 に 着

手 し，4 学科を 7 学科と し，大学院修

士 課 程 の 3 専 攻 を 5 専攻 に 拡 充

第 3 回 国際海洋開発会議 ・展示会組織

委員会副委員長

海 洋 開 発 審 議 会 委 員

第 4 回 国際海洋開発会議 ・展示会組織

委員会副委員長

東京水産大学長任期満了に よ り退官 日

中海洋 ・水産科学技術交流協会 を創 立

し，会 長 と な る

東京水産 大 学 名誉教授

勲二 等旭 日重光章を 授与 され る

正 三 位 に 叙せ られ る
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佐 々 木 忠 義 博 士 の 御 逝 去 を 悼 む

　 日本海洋学会沿岸海洋研究部会長佐 々 木忠義先生 は ，

昭和58年 10月11日午後 5 時，食道 シ ュ
ヨ ウの た め東京都

豊島区 の 癌研究会付属病院 で 逝去 さ れ ま し た ．齢73才．

ま こ とに 痛恨の 至 りで ，こ こ に皆さ ん と と もに謹 ん で ご

冥 福 を お 祈 りい た した い と存 じ ます，

　 さ る 9 月23 日，岩下光男先生 と ご一
緒に 上記病院に 佐

々 木先生をお 見舞 い い た し ま した が，先生は 「もうガ ン

は 治 っ た ．後 は 体 力 を 回 復 す るだ け だ．……
沿岸海洋研

究部会 と中国山東海洋学院
一

行歓迎の 件 よ ろ し くお 願い

す る」 と 言われ，先生 は 病床か ら起 き上が り，私共 と し

っ か り握手 を か わ され ま した，しか し，こ れ が 先 生 との

最後 の 交された 言葉に なろ う とは 夢想だ に しなか っ た こ

と で あ りま す．

　先生は 海洋物 琿 学者 と して，海洋光学 ・
深海調査 ・計

測機器 ・海洋調査 の 第 1 線 で 永 ら く活耀 さ れ ま し た ．こ

れ らに 関す る 論文 と して ，指向性集魚 灯 に 関 す る実験的

研究 ・水中にお け る昼 光の 角度分 布測定 と装 置に つ い て

等，海洋光学 に 関す る もの 29篇，潜水球
t‘
くろ し お

”
，

バ チ ス カーフ に よ る深海研究，深海底層流 に 関す る研

究，深海水中の 懸濁物 につ い て 等 ，深海調 査 に 関す る も

の 14 篇，連続 自記水温計と 深度計
・
海中 カ メ ラ ・海中

テ レ ビ ジ ョ ン ・海中濁度計
・
深層流 測定用中立浮子 に っ

い て ， 海洋投棄用放射性廃棄物容器 に 関す る 研究等，計

測機器 に 関す る もの 28 篇，DSL と水温お よ び水中照度

の 関係，海水中の 懸濁物 に つ い て ，X 線回 折 に よ る海 水

中の 無機懸 濁物 の 研 究 等，海 洋 調 査 に 関 す る もの 14 篇

が あります ．な お，上 記 の 研究業績は ほ と ん ど 大 部分

が，理化学研究所海洋物理 研究室に お い て ，同研究室員

の 方 々 の 協 力 に よ りな され た もの で あります，

　他方先生 は わが 国の 海洋政策の 基幹 と な っ た 海洋科学

技術審議会 お よ び 海洋開発審議会の 委員 と し て 活動す る

と ともに ，わが 国に お け る海洋科学技術 の 向上 と 海洋開

発産業 の 振興 に 貢献され ました ．昭和45年 9 月，国際海

洋 科 学協会 第 15回 総 会 並 び に 世 界 合 同 海 洋 会 議 が 東京 で

開 か れ た 機会 に，自 ら企 画 委員長 と して 第 1 回 国際海洋

開発 展 の開催 に情熱 を傾 け られ ま した．昭 和 47年 10月 に

は 第 2 回 国 際 海 洋 開 発 会 議 と海洋 開 発 展 が 開 か れ ，組 織

委員会副委員長 と して 活躍 され ま した．昭和50年 8 月に

は 沖縄 の 国際海洋博覧 会の 開 催 を機 に ， 東京 で 第 3 回 国

際海洋開 発会議 が 開 か れ ，また 翌 51年 に は 第 4 回 国際海

洋開発会議 と開発展が 開か れま した．こ れ ら
一

連 の 国際

会議 と展示会 で 多 くの 内外 の 学者が 参集 し，多 くの 論文

が 発表 され ， また 多 くの 内外の 新しい 海洋開発機器が 展

示され ， わが 国の 海洋開発技術 を 国際 レ ベ ル に発展 さ せ

た ご 功績 は ま こ と に 大 きい もの が あ ります．

　ま た 先生 は と くに 深海調査 ，海洋 開 発 に情熱 を傾 け ら

れ ，多くの 訳本や 編著書が あり，海 は 生 きて い る （沈黙

の 世界） J．Y ク ス トー（訳）をは じ め 他 に 訳本 4 冊，深

海 の 秘境（著），海洋開発（編）を は じめ，他 に編著書 7 冊

（内 シ リーズ 2 組 ）が あ ります．

　前述 の 各分野 の 研究成果 をふ ま え て ，先 生 は 水産大学

に お け る 大学院生，専攻科学生，学部学生 の 指導育成 に

情熱 を 傾 け，数多くの 人材 を育成 され た の で あります．

特 に略歴 に示す よ うに 学科，専攻 の増設 の 際，海洋環境

工 学科の よ うに 工 学系 を導入 さ れ た こ とは ，海洋開 発 に

は 欠 か せ な い分野 で，先 生 の 夢の一部が 達せ られた もの

と推察 され ます ．

　ま た先 生 は
“
沿岸海洋

”
に も非常 に 興味 を も たれ ，速

水頌
一

郎先生に 対す る佐 々 木先生 の 追悼文に 詳 し く述 べ

られ て い る よ うに 沿 岸海洋研究部会 の 発足 か ら参画 さ れ

ま した ．昭 和37年 5 月 当部会 が 発 足 と 同 時に 事業部長 と

な られ ，毎 年 2 回 の シ ン ポ ジ ウ ム を 開 い て 今 日 に 至 っ て

お ります．昭和48年10月か ら速水先生の 後 を継 い で 部会

長 とな られ ， 毋年 2 回 の シ ン ポ ジ ウ ム 開催の 際は 必 らず

開会 の 挨拶を され，学問に 対す る 深い 造詣 と優れ た見識

は 私共部会員 に 深い 感銘 を 与 え た の で あります ．

　昭 和57年 4 月 6 日の 気象庁 に お け る当部会 委員会 で ，

創立 20周年記念事業 の
一

つ と し て ，日本全 国 沿岸海洋誌

の 編集 （委員長国司秀明教 授）が 承認され ， 目下準備中

ですが ，先生 には こ との 外力 を入 れ られ資金源 の 」二面を

ご 考慮 11r，お 亡 くな りに な り，さ ぞ か し心 残 りを され た

こ と と拝察されます．

　 さ らに 先 生 は 海外 と の 学術交流 に カを 入 れ られ ，日 仏

間 の 学術交流 を は じめ ，日 中海洋 ・水産科学技術交流 協

会を作 られ ま した．そ して 先生 の 永年の 御努力 が 実り，

昨秋中華人 民共和 国山東海洋 学院の 海洋調査 船 「東方紅 」

号が 訪 日い た し ま した ．し か し先 生 は 「東方紅 」が東 京 港

入港直前に 亡 くな られ，ま こ とに 痛恨の 念に 堪 え ませ ん．

「東方紅」は そ の 後東京か ら11月17日清水港 に 入 港 し，同

日 夕刻 三 保会館 で 調査 団 60 名，東方紅 50 名 の 大歓 迎 パ

ーテ ィ が 開か れ，席上東海大学側 を 加 え総勢 170 名の 参

加 者一同が 黙 祷を 捧 げ ，先 生 の ご 功績を 称 え且 つ 先生 の

ご冥福をお 祈 りい た しま した．ど うぞ先 生 安 らか に お 眠

り下 さい ．　 （沿岸海洋研究部会　事 業部長　淵　秀隆）
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